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平成 21 年 10 月 30 日 

株 式 会 社 中 電 工 

 

 平成 22 年 3 月期 第 2 四半期決算について  

 

１．業績概要 

 

当第 2四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産など一部に持ち直しの動きがみら

れたものの、国内景気は引き続き厳しい状況で推移しました。 

こうした中で、建設業界においては公共投資が堅調に推移したものの、住宅投資の減少、企

業収益の減少を背景とした設備投資の減少など当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状

況で推移しました。 

このような状況のもとで、当社グループは受注高確保に向けた積極的な営業活動の展開と原

価低減の一層の徹底に取り組んでまいりましたが、価格競争が一層激化したことにより売上高

が伸び悩み、加えて採算性も低下することとなりました。 

この結果、当第 2四半期累計期間における業績は、連結売上高 486 億 2 千 1百万円（前年同

期比 7.7％減、前年同期は 527 億 0 百万円）、営業損失 20 億 5 千 6百万円（前年同期は営業損

失 7億 5千 7百万円）、経常損失 9億 8千 6百万円（前年同期は経常利益 18 億 0 百万円）とな

りました。 

また、時価が著しく下落した投資有価証券の評価損を特別損失として計上した結果、四半期

純損失は 17億 8千 2百万円（前年同期は四半期純損失 37億 7千 0百万円）となりました。 
 

連結経営成績                   （単位：百万円…未満切捨） 
前第 2四半期

連結累計期間

当第 2四半期

連結累計期間

(20.4.1～  (21.4.1～  
区 分 

20.9.30) 21.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 52,700 48,621 △4,079 △7.7％

営 業 利 益 △ 757 △ 2,056 △ 1,298     － 

経 常 利 益 1,800 △986 △ 2,787     － 

四 半 期 純 利 益 △ 3,770 △ 1,782 1,987 － 

 
（参考）個別経営成績               （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期

累計期間 

当第 2四半期

累計期間 

(20.4.1～  (21.4.1～  
区 分 

20.9.30) 21.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 48,137 44,790 △3,347 △7.0％

営 業 利 益 △ 793 △ 1,960 △ 1,166 － 

経 常 利 益 1,779 △875 △ 2,654 － 

四 半 期 純 利 益 △ 3,770 △ 1,710 2,059 － 

報 道 資 料 
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２．事業の状況（個別） 

中電工個別の部門別、得意先別の売上高は下表のとおりです。 
 
（１）部門別 売上高                           （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間  

区 分 (20.4.1～ 

20.9.30)

構成比

％

(21.4.1～ 

21.9.30)

構成比

％ 

（△） 

増 減 
増減率

％

配 電 線 工 事 11,716 24.3 11,768 26.3 52 0.4 

発 送 変電工事 1,243 2.6 1,080 2.4 △163 △13.1 

情 報 通信工事 1,705 3.6 1,158 2.6 △547 △32.1 

屋 内 電気工事 26,040 54.1 25,429 56.8 △610 △2.3 

空 調 ・管工事 7,431 15.4 5,352 11.9 △2,078 △28.0 

合 計 48,137 100.0 44,790 100.0 △3,347 △7.0 
 
（２）得意先別 売上高                          （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間  

区 分 (20.4.1～ 

20.9.30)

構成比

％

(214.1～ 

21.9.30)

構成比

％ 

（△） 

増 減 
増減率

％

中 国 電 力 ㈱ 13,981 29.0 13,781 30.8 △199 △1.4 

一 般 得 意 先 34,156 71.0 31,008 69.2 △3,147 △9.2 

合 計 48,137 100.0 44,790 100.0 △3,347 △7.0 
 
 
３．通期の業績予想 

今後の経済見通しにつきましては、景気の持ち直しの動きが見られるものの、引き続き厳しい

状況が続くものと考えられます。 

このような状況のもと、リニューアル・リフォーム事業や太陽光発電設備などを対象としたエ

コ・キャンペーンを展開するなど環境関連事業の営業活動を強化し、より積極的な営業活動を展

開することにより受注の確保・拡大を図る所存であります。 

加えて、採算性の向上に向けた原価低減の更なる徹底を図り利益の確保に取組む所存でありま

す。 
 
（１）通期連結業績予想                （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 21 年 3 月期実績 22 年 3 月期予想 対前年増減率 

売 上 高 125,748 122,000 △ 3.0％ 

営 業 利 益 1,864 200 △ 89.3％ 

経 常 利 益 5,103 2,200 △ 56.9％ 

当 期 純 利 益 △ 8,098 100 －  

 
（２）通期個別業績予想                （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 21 年 3 月期実績 22 年 3 月期予想 対前年増減率 

受 注 高 （ 参 考 ） 111,815 115,000 2.9％ 

売 上 高 116,362 112,000 △ 3.8％ 

営 業 利 益 1,628 200 △ 87.7％ 

経 常 利 益 4,884 2,200 △ 55.0％ 

当 期 純 利 益 △ 8,195  100 －  
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４．配当金 

 

中間配当金並びに期末の配当予想は下表のとおりです。 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

１株当たり配当金 11 円 50 銭 10 円 00 銭 21 円 50 銭 

    中間配当金の 11円 50銭の内訳は、普通配当 10円 00銭、創立 65周年記念配当 
    1円 50銭であります。 

以  上 


